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研究結果要約 

本研究では食物抗原に対する免疫寛容の形成において樹状細胞(DC)の TGF-βシグナルが果たす役割

について検討を行った。食物抗原として ovalbumin (OVA）を用い、実験動物は DC 特異的 TGF-βシ

グナル欠損マウス（CD11c-Cre;tgfbr2 fl/fl）および Cre 陰性コントロールマウスを用いた。OVA 感作

後、コントロールマウスに比して CD11c-Cre;tgfbr2 fl/fl マウスにおいて、下痢と体重減少がみられ、腸

内細菌叢の乱れがみられた。小腸病理の HE 染色で絨毛長の短縮がみられ、免疫組織学的染色では粘膜

固有層に CD11c 陽性 DC の浸潤がより多くみられた。OVA 感作後に誘発される OVA 特異的血清 IgG

および IgE 抗体価はいずれもコントロールマウスに比して CD11c-Cre;tgfbr2 fl/fl マウスにおいて高値

であった。食物アレルギーに対する治療として経鼻的 OVA 脱感作、あるいは経口抗生剤治療を検討し

たが、いずれも CD11c-Cre;tgfbr2 fl/fl マウスにおいてアレルギー性下痢および体重減少の緩和はみら

れなかった。本研究を通して、DC の TGF-βシグナルが食物アレルギーに対して抑制的に作用するこ

とが分かった。その抑制機序のさらなる解明と治療薬への応用が今後期待される。 
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